
 
研究成果の説明(三嶋崇靖) 
 
研究の目的：  
Perry 症候群の臨床病理学的解析を行い、国際診断
基準の作成を行う。 
 
研究結果の概要：  
国内の家系調査により Perry 症候群の臨床症状につ
いて解析した。また、Mayo Clinic との国際共同研
究により TDP-43 とダイナクチンの病理学的特徴に
ついて検討し、睡眠障害に関する臨床病理学的解析
も行った。Mayo Clinicを含む国際共同研究により、
Perry症候群の国際診断基準原案の作成を行った。 
 
研究の実施経過：  
本邦の家系（FUK-1、FUK-4、OMT、MZK）の詳
細な家系調査を行い、臨床症状について解析した。
また、Mayo Clinicとの国際共同研究により、Perry
症候群剖検脳における中枢神経内の TDP-43 および
ダイナクチンの細胞内封入体の分布について再評価
した。また、睡眠障害のメカニズムを明らかにする
ため、Perry 症候群剖検脳におけるオレキシン神経
の減少の有無について解析した。 
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研究成果による知的財産権の出願・取得状況：  
なし 
 
研究により得られた成果の今後の活用・提供： 
TDP-43とダイナクチンの病理学的特徴についての
評価および睡眠障害に関する臨床病理学的解析を行
った。それらについて論文作成を行い、現在、論文
投稿中である。また、Perry症候群の国際診断基準
原案の作成を行った。国際診断基準の論文化により、
Perry症候群の診断の際に活用されると考える。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  


